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＜2018 年 11 月 20 日発表＞ 
 

にしてつ農園 高収益作物栽培による新規就農人口の増加を目指し、 
高機能な環境制御型ハウスを活用した糖度の高いトマトの栽培 

～基山町と連携した農業振興の取り組み～ 
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■ 糖度の高いトマトの栽培および基山町と連携した農業振興の取り組み概要                                                     
 

【ブ ラ ン ド 名】 『きやまトマッペ』 
  ◇ブランド名決定までの流れ 
   11 月 13 日（火）  基山中学校給食にてトマトを提供し、名前を募集（全学年 450 名） 
   11 月 15 日（木）  西鉄グループ・基山町関係者による 1 次選考 
   11 月 16 日（金）  ㈱NJ アグリサポート代表取締役社長・基山町長による最終選考 
   11 月 20 日（火）  ブランド名発表 
 

【品      目】 トマト（TY みそら 86） 
 

【糖 度】 7 以上（一般的なトマトの糖度は 4～6） 
 

【開 発 の経 緯】 環境制御ハウスの利点を活かし、就農に向けた高収益作物の栽培を目指す 
  →今後、研修スキームの構築を図り、2019 年度より研修者を受け入れ開始予定 
 

【販 売 開 始 日】 2018 年 11 月末（予定） 
 

【販 売 場 所】 ・にしてつストア各店（レガネット天神、レガネット城西、レガネット大橋） 
・九州自動車道 基山 PA（上り）「基山ふるさと名物市場」 

                ※生産の状況によって販売数が変わることがあります。 
 

【ふるさと納 税】 基山町のふるさと納税返礼品に加わります。 
            （2018 年 11 月 26 日（月）から予約受付開始予定、発送は 12 月以降） 

 

● ㈱NJ アグリサポート（福岡県三潴郡大木町、代表取締役社長：佐藤 良一）では、高収益作物栽培による新

規就農人口の増加を目指し、高機能な環境制御ハウスを活用した糖度の高いトマトの栽培に取り組んでいま

す。 
 

● 同社は就農人口の増加による沿線地域の活性化を目的として、2015 年から大木町でいちご栽培事業を通

して農業を支える人材の育成に取り組んでいます。毎年 3 名程度の研修生を受け入れ、約 1 年間にわたっ

て生産から収穫・流通・販売にいたるまでの技術・知識を学んでもらい、これまでに 8 名が独立して農業を営

んでおります。 
 

● いちご栽培事業に続く第 2 弾として、佐賀県との包括的連携協定に基づき昨年より基山町において、九州で

は珍しい先進的な環境制御型ハウスを活用したトマト栽培事業を行っております。当ハウスは ICT を活用し、

センサーで感知した気温・湿度・日照量・風向き等の情報に合わせて、CO2 発生器やミスト発生器等の機器

を自動で動かし、ハウス内をトマト生育に最適な環境へ制御します。 
 

● そして、本年より就農に向けた高収益作物の栽培に取り組むため、環境制御ハウスの利点を活かし、糖度の

高いトマト（通常の糖度は 4～6 であるのに対し、糖度 7 以上）を栽培しております。今後は研修スキームを構

築し、2019 年度（予定）より研修生を受け入れることで、就農人口増加を目指します。 
 

● また、糖度の高いトマトはプレミアムトマトとして、基山町と連携し、基山町の特産品として地域活性化を目指し

た取り組みを開始します。基山中学校の生徒が考案した『きやまトマッペ』というブランド名で基山 PA やにして

つストア各店で販売するほか、11月26日（月）から基山町のふるさと納税返礼品として予約受付を開始予定

です。そのほか、食育の取り組みとして、学校給食へのトマトの供給やトマトを活用した出前授業等を実施しま

す。 
 

● 当社では、今後も就農者の育成や農作物を使った沿線地域活性化への取り組みを進めてまいります。 
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【そ の 他】 食育の取り組みとして、基山町の子どもを対象に下記内容を実施します。 

・基山町内の保育園や小中学校の給食へのトマト供給 
・トマトを活用した食育授業の実施 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（参考） ㈱NJ アグリサポートの概要                                                 
 

【会 社 名】   株式会社 NJ アグリサポート 
 

【所 在 地】    福岡県三潴郡大木町 
 
【設 立】   2015 年 3 月 13 日 
 
【代 表 者】 佐藤 良一 
 

【資 本 金】 100 百万円 
 

【出 資 比 率】 西鉄 51％ JA 全農 49％ 
 
（参考） いちご栽培事業の概要                                                   
 

【所 在 地】    福岡県三潴郡大木町 
 

【栽 培 品 目】    博多あまおう 
 

【敷 地 面 積】    約 12,100 ㎡ 
 

【栽 培 面 積】    約 4,300 ㎡ 
 

【ハ ウ ス】    ビニールハウス 
 

【研 修 体 制】    〔研 修 生〕 1 期約 3 名程度 
  〔研修期間〕 1 年間 
  〔研修内容〕 ①生産技術の習得 
                 ②農業経営、流通に関する基礎知識の習得 
                 ③労務管理 
                 ④生産性分析･経営分析 
                 ⑤資金計画 
                 ⑥実地研修（小売店舗、流通施設等） など 
 
（参考） トマト栽培事業の概要                                                      
 

【所 在 地】    佐賀県三養基郡基山町 
  

【栽 培 品 目】    TY みそら 86 
 

【敷 地 面 積】    約 5,300 ㎡ 
 

【栽 培 面 積】    約 2,000 ㎡ 
 

【ハ ウ ス】    環境制御型ハウス（気温、湿度、日照量、風向き等をセンサーで感知し、これらの気象 
  情報に基づき、ハウス内をトマトの最適な生育環境に自動で制御するハウス） 
 
 

 
本件に関するお問い合わせは、西鉄お客さまセンター(℡：0570-00-1010)まで 

 


